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発見動捜，;t，~疲換診 3 鰐，鰭慈j台壊後のフォローアップ3 関. I担袋詰査が
2鰐.議巣数は9で，主義は区域支7.葉支1.戸門下栓がiであった.エイキ
シマダイレー ザ}で100-7偽iを熊討した.Uωo全倒-fPDT後;こ内観鏡
的 CR を l~たがー 3 併で治療 3~6 カ丹後(:略説瀦飽診が再度陽性になった.
i倒は末鱗騎に蟻惑が出現，勝葉切除を路行して:3.5年続再発.1鰐は戸内ド
腔の務変が局所再発し，放射器(熊射して2年無i'f発.1例は!詰所jl}発か多党
かはっきりしていない.これらとは到の1鰐がPDT対象以外の多発病変の
進fiで死亡した.最近の4倒ではアミノレプリン畿を投与して後，蛍光内視
鏡で光化学診断を行い，病変錨I.Hの上では:({崩であった。[結議1PDT Litf! 
治療法ではあるが.治療後の再発・多発のフォロー アァプli必役ごある.鯨
機能低下のより祥治惑が出来ない痕併もある.早期扇子t:皮器治療L:fi崩
な方法ではあるが，対象と出来る橋梁を有する註倒数は多くはなかった.
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